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研究成果の概要（和文）： 

粘表皮癌にこれまで報告されているキメラ遺伝子以外の MAML2 関連融合遺伝子の臨床病理学的

特徴を明らかにするため、MAML2 break-apart probe を用いて FISH 法で MAML2 遺伝子分離シグ

ナルを検索した。結果は関連キメラ遺伝子を認めた症例は良好な予後を伴う臨床病理学的特徴

を示し、これらから MAML2 関連遺伝子異常は予後良好群を規定する可能性があると考えられた 

 

研究成果の概要（英文）： 

We studied MAML2 gene splits by FISH method using theMAML2 break-apart probe 

in mucoepidermoid carcinoma, for clarifying the clinicopathological features of 

MAML2–related gene fusion. In result, patients with MAML2 fusion gene showed  

clinicopathological features with good prognoses. It showed it was possible 

that MAML2-related gene fusion defined a group of good prognosis. 
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１． 研究開始当初の背景 

唾液腺原発粘表皮癌において報告された

CRTC1-MAML2 キメラ遺伝子の臨床病理学的特

徴は明らかにされていなかった。 

 

２． 研究の目的 

粘表皮癌は唾液腺悪性腫瘍の中で最も頻

度の高い腫瘍である。我々はこれまでに、新

規 遺 伝 子 異 常 CRTC1-MAML2 お よ び

CRTC3-MAML2 キメラ遺伝子が、この腫瘍に特

異的であり、予後良好と関連する重要な分子

生物学的マーカーであることを世界に先駆

けて報告した。 

キメラ遺伝子による腫瘍発生機序として

cAMP 関連シグナル経路を異常化するとされ

るが、その詳細は明らかではない。 

申請者は本キメラ遺伝子による腫瘍発生

機序、その他の遺伝子異常、現在用いられて

いる分子標的治療剤への応用の可能性を明

らかにし、キメラ遺伝子を利用した新しい粘

表皮癌悪性度評価法の構築と、世界標準とな

る新診断基準の制定を目指して以下の研究

を行う： 

(1) 本キメラ遺伝子導入およびサイレンシ

ングによる遺伝子発現プロファイル変

化と表現型変化の検出、 

(2) その他のMAML2関連遺伝子異常のスクリ

ーニングと同定、 

(3) 新たに報告された新規キメラ遺伝子

EWSR1-POU5F1 の分子病理学的解析、 

(4) EGFR、HER2、VEGF など分子標的治療剤の

応用に関する解析、 

(5) 本キメラ遺伝子の臨床病理学的意義の

確定を目的とした多施設共同前方視的

研究。 

 

３．研究の方法 

RT-PCR, FISH 法、direct sequencing 法、

臨床病理学的解析など。 

 

４． 研究成果 

その他のMAML2関連遺伝子異常のスクリー

ニングおよび同定；MAML2 break apart FISH 

probeを用いて、粘表皮癌症例においてMAML2 

split陽性症例をスクリーニングし、その臨床

病理学的特徴が明らかになった。現在論文投

稿に向けて準備を進めている。 
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